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　安野光雅さんの『旅の絵本』では、最初の風景画の中に旅人が辿り
着くことから物語が始まる。それぞれの風景の中には、例えばピー
ターパンの物語だったり、アンデルセンの童話だったりが巧みに織り
込まれていて、ページをめくるたび、旅人は風景とともに物語の中を
移動してゆく。
　旅のアルバムというのも、そうした「絵本」に違いなくて、その
折々の視野の背後に、立体的に人生が紡がれている。この場合、主人
公は正しく自分自身なのだが、その旅路に再び戻り得ようもないこと
を思えば、もはや、それはもう自分ではなく、物語の中のミニチュア
の他者を俯瞰しているだけなのかもしれない。
　写真を撮って、それぞれに短いエッセイやアフォリズムを書き添え
る、そんな職業があればいいなと、予々思っていた。ただの注釈では
なく、その映像の背後に奥行きを持たせるようなストーリーを添え
る。出会いと別れの狭間のささやかな物語。或いは、「生きる」こと
の本質に関わる、時折の思念。もしそんなことを生業にして生きてゆ
けたら、どんなに素敵なことだろう。
　現実ほど冷徹ではなく、幻想ほどに安易ではない。そんな綿飴のよ
うに曖昧で、それでいて肉感的な、写像の世界。それぞれの旅先は異
土であるにせよ、その追憶は郷愁と呼ぶに相応しい。そしてその郷愁
に身をこがれて、人は旅を繰り返し、明日を模索する

旅心の絵本　2010年　秋の旅
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旅心の絵本



どうやら毎年一度は、たったひとりで北海
道をフラつかないことには、心残りになる
らしい。

仕事上のつまらないシガラミのせいで、昨
年このシルバーウィークとやらを無駄にし
た蟠りも残っていた。

今年は幸いなことに、9月の末になって
も、異常気象とも言える暑さで、夏が燃え
残っていた。

これ幸いと6日間の休暇を捻出し、オート
バイはBHSで先送りして、秋の旅へと繰り
出した。

2010秋の旅心


















































































































